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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

133件 
17件 

1人 

－1 
±0

（10） （＋2） 

（1） （＋1） 
＋1

17人 
116件 

－2 
－1

件数内訳 平成２２年3月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

4月の納税 

固定資産税s1期 
納 期 限s4月30日（金） 
口座振替s4月26日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

2月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

3月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,691 
13,847 
26,538 
8,282

8 
12 
20

12,668 
13,826 
26,494 
8,286

23 
21 
44 
4

16 
13 
29

46 
34 
80

61 
54 
115

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
4
月
に
な
っ
て
も
な

か
な
か
晴
れ
間
が
の
ぞ
か

ず
、
春
ら
し
く
な
い
天
候

が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
春
休
み
の
貴
重

な
晴
れ
間
に
、
成
器
西
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
元

気
に
野
球
を
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
を
表
紙
に
し
て

み
ま
し
た
。
遠
く
の
残
雪

が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。 

　
平
成
２２
年
度
は
、
小
中

学
校
再
編
や
第
5
次
総
合

計
画
策
定
な
ど
、
勝
山
市

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
が

あ
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
年
度
と
な
り
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
と
協
議
し

な
が
ら
市
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 
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「待ってた春」 
　雨が多かった春休み。やっと晴れたある日に、
成器西小学校のグラウンドで元気に野球をする
子どもたち。遠くの山の残雪がきれいです。 

「待ってた春」 
　雨が多かった春休み。やっと晴れたある日に、
成器西小学校のグラウンドで元気に野球をする
子どもたち。遠くの山の残雪がきれいです。 

（114）

元
上
後
町
の

薬
師
堂
に
つ
い
て

「
元
禄
頃
勝
山
城
下
町
絵
図
」（
成
器
西
小
学

校
蔵
）
に
は
、
勝
山
三
町
（
袋
田
町
・
郡
町
・
後

町
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
後
町
に
は
寺
町
が
形
成

さ
れ
、
そ
の
上か

み

の
方
に
は
法
栄
寺
・
照
源
寺
・
浄

願
寺
（
後
に
芳
野
町
に
移
転
）
・
明み

ょ
う

王お
う

院い
ん

な
ど
が

見
ら
れ
る
。

明
王
院
は
、
薬
師
別
当
東
光
山
延
寿
寺
明
王
院

の
事
で
、『
平
泉
寺
史
要
』
に
よ
れ
ば
平
泉
寺
の

末
寺
で
あ
る
。
勝
山
町
に
あ
っ
た
末
寺
は
、
他
に

も
神
宮
寺
・
光
明
院
・
徳
正
寺
が
あ
っ
た
。
別
当

と
い
う
の
は
、
日
本
古
来
の
神
と
仏
教
信
仰
が
融

合
す
る
「
神
仏
習し

ゅ
う

合ご
う

説
」
に
も
と
づ
い
て
、
神

社
に
設
け
ら
れ
た
神
宮
寺
（
神
社
に
付
属
し
て
置

か
れ
た
寺
）
の
こ
と
で
あ
る
。

薬
師
別
当
明
王
院
は
、
勝
山
町
立
ち
始
め
の
頃

（
天
正
年
間
）、
町
の
鎮
守
と
し
て
上か

み

後う
し
ろ

町
に
設
け

ら
れ
、
そ
の
後
、
末
社
の
稲
荷
社
も
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
薬
師
堂
に
は
平
泉
寺
境
内
の
薬
師
殿
の
本
尊

と
い
わ
れ
る
薬
師
如
来
（
毘
首
羯
磨
作
）
を
安
置

し
て
い
た
。
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
当
時
、

境
内
は
二
百
歩
、
灯
明
料
六
反
二
畝
二
六
歩
、
薬

師
堂
二
間
四
面
、
拝
殿
四
尺
長
さ
三
間
、
稲
荷
社

五
尺
四
方
、
土
蔵
二
間
半
×
四
間
、
氏
子
百
軒
余

と
記
さ
れ
、
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
神
仏
分
離
令
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
別
当
寺
院
で
は
仏
像
は
じ
め

仏
教
色
を
取
り
除
き
、
神
社
と
し
て
存
立
を
図
っ

た
。
勝
山
後
町
で
は
、
薬
師
堂
を
後
町
の
氏
神
に

し
よ
う
と
願
い
出
た
が
認
め
ら
れ
ず
、
や
む
な
く

薬
師
如
来
は
佐
々
木
末
吉
氏
が
お
堂
を
設
け
て
祀

る
こ
と
で
存
続
を
図
っ
た
。
な
お
、
稲
荷
社
は
神

明
神
社
に
合ご

う

祀し

し
て
い
る
。
ま
た
、
明
王
院
は
宝

暦
年
中
（
一
七
五
一
〜
六
三
）
に
焼
失
し
、
再
建

さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

現
在
の
薬
師
堂
は
、
勝
山
西
環
状
線
を
勝
山
中

央
郵
便
局
信
号
を
過
ぎ
て
大
野
側
へ
進
む
と
、
す

ぐ
左
側
に
こ
じ
ん
ま
り
し
た
薬
師
堂
が
見
ら
れ

る
。
今
は
佐
々
木
秀
一
氏
が
守
ら
れ
、
毎
年
六
月

八
日
に
は
「
お
薬
師
さ
ん
祭
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

サイクルフェスタin 
勝山2010

サイクルフェスタin 
勝山2010

5月15日（土）、16日（日） 

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集 

参
加
者
募
集 

5月15日(土)　①ＭＴＢ3時間エンデューロ　4ｋｍ/Ｌａｐ 　(SKIJAM勝山） 
5月16日(日)　②法恩寺山ヒルクライム        
　　　　　　　　　（フルコース19.3km、ハーフコース10.5km） 
　　　　　　　③九頭竜川ライン下りサイクリング　（48km)        
　　　　　　　④ぐるっと勝山サイクリング　(12km）        
※ヒルクライム競技のため、5月16日(日)早朝（７:００スタート)、郡町～暮見の間 
   交通規制になりますのでご協力をお願いします 

教育委員会教育部生涯学習・スポーツ課 Tel　88-8114   
㈱東急リゾートサービス　営業課 Tel　87-6109

西環状線脇に建
つ薬師堂と薬師
如来像（左手に薬壺を持ち、
右手は施

せ

無
む

畏
い

印を結ぶ。身
の丈

たけ

約17㎝）、十二神将
を率いる。

法栄寺 照源寺 

浄願寺 

明王院 

元禄頃の勝山城下絵図部分
（成器西小学校蔵）



勝山さんちの家計簿  

収　　　　　　入 

平成22年度予算 
（一般会計性質別内訳） 

市税などの自主財源 
39億4,889万円 

地方交付税、国・県支出金等 
66億4,001万円 

市債発行 
9億4,510万円 

収入計 
115億3,400万円 

1か月の家計に例えると 

給料・パート収入 
25万円 

両親からの仕送りなど 
42万400円 

各種ローンの借入 
5万9,800円 

収入計 
73万200円 

支　　　　　　出 

平成22年度予算 
（一般会計性質別内訳） 

繰出金・補助費・出資金・貸付金等 
30億9,936万円 

人件費 
23億1,319万円 

扶助費 
19億8,645万円 

普通建設事業費・維持補修費 
15億9,672万円 

１か月の家計に例えると 

子どもへの仕送り・各種会費など 
19万6,200円 

食費 
14万6,400円 

医療費 
12万5,800円 

車の購入・自宅の増改築・修繕費 
10万1,100円 

公債費 
11億6,501万円 

ローン返済 
7万3,800円 

物件費 
13億4,326万円 

光熱水費・被服費等 
8万5,000円 

積立金 
2,950万円 

新たに預ける貯金 
1,900円 

支出計 
115億3,400万円 

支出計 
73万200円 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

115億3,400万円 

74億4,662万円 

5億9,225万円 

前年度比 

－2.7％ 

－0.6％ 

＋28.0％ 

＋92.7％ 

－2.4％ 

－90.0％ 

＋1.0％ 

－0.3％ 

＋5.6％ 

－10.1％ 

一般会計 

市税 
２９億９，０７４万円 

国庫支出金 
１２億２，５４３万円 

地方交付税 
３８億１，０００万円 

市債　９億４，５１０万円 
県支出金 
１１億２，１９８万円 

分担金及び負担金 
　　１億９，６１９万円 
使用料及び手数料 
　　 ８，７３２万円 

財産収入 １，３３６万円 
寄付金 ２００万円 
繰入金 １，７３０万円 
繰越金 ５,０００万円 
諸収入 ５億９，１９８万円 

地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
地 方 特 例 交 付 金  
交通安全対策特別交付金 

歳 　　入 

自 
義 

務 

的 

経 

費 

の 

そ 

他 

の 

経 

費 

投 資 的 経 費 

主 

財 

源 

依 

存 

財 

源 

１億６，３００万円 
１，２００万円 
３６０万円 
２００万円 

２億２，７００万円 
４，５００万円 
２，５００万円 
５００万円 

 

人件費 
２３億１，３１９万円 

繰出金 
１０億　　　 
３，９４９万円 

普通建設事業 
１４億１，０１９万円 

物件費 
１３億４，３２６万円 

補助費等 
１５億４，５５７万円 

扶助費 
１９億８，６４５万円 

公債費 
１１億　　 
　６，５０９万円 

積立金　２，９９５万円 

維持補修費 
　１億８，６５３万円 

歳 　　出 

貸付金　５億１，４３０万円 

予算総額 

195億7,286万円 

例えば年収を300万円（月収25万円）とすると…… 

平成22年度 
勝山市の 予算 

特 別 会 計 名 

育 英 資 金 会 計  

下 水 道 事 業 会 計  

農業集落排水事業会計 

簡 易 水 道 事 業 会 計  

国 民 健 康 保 険 会 計  

老 人 保 健 会 計  

後期高齢者医療会計  

介護保険会計保険事業勘定 

介護保険会計介護サービス事業勘定 

市有林造成事業会計  

予　算　額 

3,451万円 

12億2,453万円 

4億1,417万円 

3億2,686万円 

25億2,287万円 

165万円 

3億2,262万円 

25億1,068万円 

1,181万円 

7,693万円 

両親からの仕送りが 
増えたから、少し家計が 
楽になったかな？ 

貯金をくずさなくても 
なんとかなりそうね。 

誇りと活力に満ちた 
ふるさと勝山の実現へ 

平成22年度 

予算特集 

広報かつやま4月号 No.665 2 広報かつやま4月号 No.6653

総
額
は
前
年
度
比
2
・
7
％
増
の

積
極
型
予
算

本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
１
１

5
億
3
4
0
0
万
円
で
前
年
度
比
3
・
6
％

の
増
（
金
額
に
し
て
3
億
9
8
0
0
万
円
の

増
）、
各
特
別
会
計
と
上
水
道
の
企
業
会
計

を
含
め
た
全
体
の
予
算
規
模
は
約
１
9
5
億

7
3
0
0
万
円
で
前
年
度
比
2
・
7
％
の
増

（
金
額
に
し
て
約
5
億
１
5
0
0
万
円
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
へ
の
「
子
ど
も
手
当
」
の

支
給
が
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
子
ど
も
手
当

給
付
費
と
し
て
、
一
般
会
計
に
約
3
億
7
7

0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

市
税
の
減
少
を
、
地
方
交
付
税
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
カ
バ
ー

景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
市
税
は
、
個
人

市
民
税
、
法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
落

ち
込
み
を
見
込
み
、
市
税
全
体
で
は
、
前
年

度
比
5
・
6
％
減
の
約
２９
億
9
0
0
0
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
で
は
前
年
度
比
１２
・

１
％
増
の
３８
億
１
0
0
0
万
円
、
臨
時
財
政

対
策
債
で
前
年
度
比
５０
％
増
の
約
5
億
9
2

0
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
の

収
入
減
少
が
続
い
て
お
り
、
必
要
な
経
費
を

ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
２２
年
4
月
分
（
5
月
検
針
分
）

か
ら
平
均
１２
・
5
％
引
き
上
げ
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
に
頼
ら
な
い
予
算
編
成

昭
和
４３
年
度
以
来
と
な
る
財
政
調
整
基
金

取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
当
初
予
算
編
成
が
可

能
と
な
り
、
平
成
２２
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金
残
高
は
、
１１
億
6
0
0
0
万
円
余
を
確
保

で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
平
成
２２
年
度
末
の
一
般
会
計
普
通
債

残
高
は
、
前
年
度
末
と
比
較
し
て
約
4
億
3

9
0
0
万
円
減
の
約
５５
億
3
0
0
0
万
円
と

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
財
政
健
全
化
へ
着

実
に
前
進
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
を
重
点
配
分

歳
出
は
、
性
質
別
内
訳
を
見
る
と
、
義
務

的
経
費
の
う
ち
、
児
童
・
障
が
い
者
・
高
齢

者
・
生
活
保
護
関
係
な
ど
の
扶
助
費
が
、
約

１９
億
8
6
0
0
万
円
で
前
年
度
比
１７
・
7
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
手
当
支

給
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
公
共
施
設
や
道
路
の
建

設
な
ど
で
、
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内
総
合

整
備
事
業
、
野
向
児
童
館
の
建
設
、
荒
土
公

民
館
耐
震
補
強
工
事
、
市
民
要
望
の
強
い
道

路
改
良
な
ど
が
あ
り
、
全
体
の
普
通
建
設
事

業
費
は
前
年
度
比
9
・
5
％
増
の
約
１４
億
１

0
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。



平成22年度 
勝山市の 予算 

全国に誇れるまちを目指して 

平成22年度は次のようなことに取り組みます。 

エコ環境都市の実現 
子育て支援日本一の実現 
まちなか誘客、産業振興 

ち
な
か
誘
客
誘
客
・
歴
史
歴
史
と
品
格
品
格 

が
漂
う
美
し
美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

ま 

ち
な
か
誘
客
・
歴
史
と
品
格 

が
漂
う
美
し
い
ま
ち
づ
く
り 

ま 

育
て
・
教
育
教
育
・ 

福
祉
福
祉
の
充
実
充
実 

子 

育
て
・
教
育
・ 

福
祉
の
充
実 

子 

適
な
生
活
環
境

生
活
環
境
・ 

エ
コ
環
境
都
市

環
境
都
市
の
実
現
実
現 

快 

適
な
生
活
環
境
・ 

エ
コ
環
境
都
市
の
実
現 

快 

業
と
観
光
観
光
の
振
興
、

振
興
、 

史
跡
整
備

史
跡
整
備 

産 

業
と
観
光
の
振
興
、 

史
跡
整
備 

産 

全
・
安
心
安
心
な
人
に
優
し
優
し
い 

ま
ち
づ
く
り 

安 

全
・
安
心
な
人
に
優
し
い 

ま
ち
づ
く
り 

安 
住
化
住
化
・
市
民
参
画

市
民
参
画
・ 

行
財
政
改
革

行
財
政
改
革
な
ど 
定 
住
化
・
市
民
参
画
・ 

行
財
政
改
革
な
ど 
定 

財政調整基金残高（預貯金）の推移 市債（一般会計）残高（借金）の推移 

1,000

1,300

1,600
（100万円） 

9,000

10,000

11,000
（100万円） 

平成18 
年度末高 

平成19 
年度末高 

平成20 
年度末高 

平成21 
年度末高 

平成22 
年度末高 

平成18 
年度末高 

平成19 
年度末高 

平成20 
年度末高 

平成21 
年度末高 

平成22 
年度末高 

1,382

1,571
1,399

1,136 1,163

10,235

9,815

9,520 9,557 9,498

4 広報かつやま4月号 No.6655広報かつやま4月号 No.665

●
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
開
館
１
周
年
、
県
立
恐

竜
博
物
館
開
館
１０
周
年

●
ま
ち
な
か
創
業
活
性
化
の
支
援

●
商
業
地
域
出
店
の
促
進

●
景
観
整
備
事
業
助
成
制
度
の
拡
充

近
代
化
産
業
遺

産
「
は
た
や
記
念

館
　
ゆ
め
お
ー
れ

勝
山
」
開
館
１
周

年
と
県
立
恐
竜
博

物
館
開
館
１０
周
年

に
あ
わ
せ
て
、
各

種
記
念
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、「
ま
ち

の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
勝
山
」
事
業
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
か
つ

や
ま
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
、
弁
天
堤
防
花

物
語
事
業
、
四
季
折
々
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

な
ど
、
市
民
の
力
を
結
集
し
て
「
も
て
な
し
」

を
演
出
し
ま
す
。

勝
山
駅
周
辺
、
本
町
周
辺
の
歴
史
と
品
格

の
あ
る
町
並
み
整
備
を
継
続
し
ま
す
。

商
店
街
の
空
き
地
・
空
き
家
を
活
用
し
て

新
規
に
出
店
し
、
営
業
す
る
事
業
主
に
対
し

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
の

創
出
を
図
り
ま
す
。

景
観
整
備
助
成
は
、
伝
統
的
建
造
物
へ
の

対
象
区
域
を
市
全
域
に
広
げ
ま
す
。

●
保
育
料
軽
減
県
下
ト
ッ
プ
な
ど
、
子
育
て

支
援
日
本
一
を
目
指
す

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
奥
越
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
に
移
設

●
野
向
児
童
館
の
建
設

●
全
年
齢
対
象
の
が
ん
検
診
無
料
化
の
継
続

と
受
診
率
向
上
対
策
を
充
実

●
小
中
学
校
の
支
援
員
の
充
実

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成
を
中

学
生
ま
で
に
拡
大
し
ま
す
。

全
年
齢
対
象
の
が
ん
検
診
無
料
化
事
業
を

継
続
実
施
し
、
が
ん
検
診
受
診
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
節
目
年
齢
の
該
当
者
に
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
第
2
次
健
康
増
進
計
画
に
沿
っ
て

広
く
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
講
演
会
を
実

施
し
ま
す
。

発
達
障
が
い
な
ど
の
児
童
生
徒
に
対
す
る

特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
少
人
数
学
習
指
導

員
の
各
校
配
置
、
不
登
校
・
学
級
復
帰
対
策

を
継
続
す
る
ほ
か
、
小
学
校
の
生
活
支
援
員

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
促
進

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
促
進

●
太
陽
光
発
電
を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

街
路
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
設
置

●
児
童
・
生
徒
に
環
境
教
育
推
進
事
業
を
各

小
中
学
校
で
実
施

●
平
成
２４
年
度
環
境
自
治
体
会
議
全
国
大
会

を
誘
致

公
共
下
水
道
は
、
鹿
谷
町
、
遅
羽
町
、
荒

土
町
、
野
向
町
、
平
泉
寺
地
区
な
ど
で
面
的

整
備
を
進
め
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

伊
知
地
・
坂
東
島
地
区
で
の
工
事
を
継
続

し
、
処
理
施
設
の
機
械
等
設
計
委
託
、
建
設

を
実
施
し
ま
す
。

環
境
対
策
で
は
、
市
民
と
協
働
し
て
エ
コ

環
境
都
市
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
環
境
に

配
慮
し
た
街
路
灯
を
市
内
の
主
な
避
難
所
周

辺
な
ど
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
環
境
教
育

推
進
事
業
を
各
小
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

電
車
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
公

用
車
の
低
排
出
ガ
ス
車
へ
の
シ
フ
ト
、
公
共

施
設
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
遵
守
を
推
進
し
「
低
炭
素
型

社
会
」
の
一
翼
が
担
え
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

平
成
２４
年
度
の
勝
山
市
で
の
「
環
境
自
治

体
会
議
全
国
大
会
」
開
催
に
向
け
、
市
民
団

体
と
と
も
に
視
察
、
実
践
、
研
究
を
行
い
ま

す
。

●
も
の
づ
く
り
技
術
・
研
究
開
発
支
援

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
移
転
・
拡
充

●
か
つ
や
ま
逸
品
開
発
・
販
路
開
拓

●
鳥
獣
害
防
止
総
合
対
策

●
循
環
型
農
業
推
進
、
有
機
・
特
別
栽
培
農

業
支
援

●
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内
の
総
合
整
備

●
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
推
進

独
自
技
術
や
新
製
品
の
開
発
、
市
場
開
拓

に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
企
業
を
育
成
し

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
に
移
転
・
拡
充
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
の
金
網
柵
、
駆
除
捕
獲
檻

な
ど
の
整
備
に
対
し
助
成
を
し
ま
す
。

間
伐
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
森
林
境
界

の
明
確
化
を
行
い
ま
す
。

新
た
な
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
東
京
都

に
あ
る
ふ
く
い
南
青
山
2
9
１
で
か
つ
や
ま

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

史
跡
白
山
平
泉
寺
の
総
合
整
備
事
業
で

は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
趣
旨
普
及
お

よ
び
地
質
遺
産

の
保
全
と
活
用

を
図
り
ま
す
。

●
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
の
整
備

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進

●
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

●
荒
土
公
民
館
の
耐
震
化
整
備

老
朽
化
し
た
消
防
指
令
台
を
Ｉ
Ｐ
電
話
、

携
帯
電
話
か
ら
の
緊
急
通
報
に
も
対
応
で
き

る
指
令
台
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
２３
年
5
月
末
日
ま
で
に
、
市

内
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
全
戸
設

置
を
実
現
す
る
た
め
、
設
置
済
み
宅
を
表
示

す
る
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
早
期
設
置
促
進
を

図
り
ま
す
。

勝
山
市
域
に
地
震
が
発
生
し
た
時
の
建
物

被
害
の
程
度
や
災
害
時
の
行
動
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
た

地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま

す
。そ

の
他
、

荒
土
公
民
館

の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施

す
る
ほ
か
、

平
泉
寺
小
学
校
体
育
館
、
荒
土
小
学
校
体
育

館
の
耐
震
補
強
計
画
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事

実
施
設
計
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
を
2
台
更
新
し
ま
す
。

●
第
5
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
・
基
本
計

画
を
策
定

●
良
好
な
住
環
境
の
提
供

●
北
谷
地
区
の
地
域
振
興

●
関
西
学
院
大
学
と
の
連
携

●
簡
易
水
道
の
統
合
本
格
化

平
成
２２
年
度
末
ま
で
に
第
5
次
総
合
計
画

の
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
市

長
と
な
ん
で
も

語
ろ
う
会
、
地

区
別
座
談
会
、

市
民
向
け
の
ま

ち
づ
く
り
講
演

会
な
ど
を
通

じ
、
市
民
の
意
見
・
提
案
を
反
映
し
た
計
画

作
り
を
進
め
ま
す
。

良
好
な
住
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
木
造

住
宅
の
耐
震
化
促
進
や
市
営
住
宅
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

北
谷
地
区
の
地
域
振
興
を
図
り
、
過
疎
集

落
振
興
策
の
研
究
に
着
手
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
関
西
学
院
大

学
生
お
よ
び
大
学
院
生
を
受
け
入
れ
、
市
内

に
お
け
る
学
習
、
研
究
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

平
成
２８
年
度
ま
で
に
簡
易
水
道
の
上
水
道

統
合
整
備
へ
の
具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。



子ども手当が支給されます 
　4月から、次世代の社会を担う子どもの
健やかな育ちを支援するため、これまでの
「児童手当」に代わり、「子ども手当」が支
給されます。　 
対象児童s中学校修了までの児童 
支給額s月額１万3,000円 
支給月s6月、10月、2月 
所得制限sなし 
申　請s 
・児童手当を所得制限などで受給できなか
ったかたと、4月から中学2年生・3年
生になるかたは申請が必要です。4月下
旬に申請書を送付します 
・中学１年生までの生徒、児童で、児童手
当を受給していたかたは申請が不要です。
ただし、6月に現況届の提出が必要とな
ります（後日案内） 
・新生児については、出生届提出時に申請
してください 
臨時窓口の設置 
　4月25日（日）～27日（火）に臨時窓口を
設置します。 

勝山市 政策提案募集 
　勝山市政に関する政策提案を募集します。

いただいた提案は、今後のまちづくりのア

イデアとして、第5次勝山市総合計画策

定などに活用していきます。 

募集期限s5月7日（金） 

募集内容s3人以上のグループ（各種団体・

サークル、友人・知人同士、職域など）

で考えた市政に関する政策提案 

※市内外は問いません。ただし、宗教およ

び政治団体は除きます 

応募方法s所定の応募用紙に必要事項をご

記入のうえ、未来創造課宛に持参もしく

は郵送でお送りください。なお、郵送の

場合は、封筒に「勝山市政策提案」と明

記してください 

※応募用紙は、未来創造課にあります。ま

た、勝山市ホームページからダウンロー

ドできます 

提案内容の公開s応募された提案は、その

要旨をホームページで公開します 

福祉・児童課（187‐0777） 問 

未来創造課（188‐1115） 応 ・ 問 

勝山南部中学校 勝山中部中学校 勝山北部中学校 

（仮称） 

　勝山中学校 

　現在の成器西小学

校の活用を軸に検討

します。 

鹿谷小学校 荒土小学校 北郷小学校 

（仮称） 

　北部小学校 

　現在の勝山北部中

学校の活用を軸に検

討します。 

村岡小学校 野向小学校 成器西小学校 

（仮称） 

　中部小学校 

　現在の勝山中部中

学校の活用を軸に検

討します。 

平泉寺小学校 三室小学校 成器南小学校 

Ａ案 B案 
（仮称）南部小学校 （仮称）南部小学校 

新体育館 新体育館 

　現在の成器南小
学校の活用を軸に検
討します。 

　現在の勝山南部
中学校の活用を軸に
検討します。 

　現在の勝山南部中
学校の活用を軸に検
討します。 

　現在の成器南小学
校の活用を軸に検討
します。 

　全国クラスの大会が
開催できる体育館がな
いため、市民の新体育
館建設への期待が高ま
ってます。 

　長尾山総合公園第2
期事業は諸般の事情か
ら休止中。 

　現在休止となっている「健康の森ゾーンに
おける総合運動公園」整備の廃止および新た
な展開に着手します。 

小中学校再編にあたり 
特に留意する事項 

1．再編後の小中学校児童生徒の通学手段

の確保を図ります 

2．再編後の新小学校における放課後児童

対策の充実を図ります 

3．再編後の遊休施設化する各地区の小学

校施設の活用を図ります 

勝山市の重要政策課題…………………………………… 

小中学校の再編 
新体育館の建設 

長尾山総合公園第2期事業 
　未来に向かって望ましい教育環境の整備、市民のスポーツ振興と
選手の育成強化、総合公園整備に対する新しい視点での提案、これ
らを一体的にとらえ、いずれも同時期に整備の方針を定めていきます。 

現　　　　　在 市の方向性（素案） 
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未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

今
、
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
少
子
化
に

よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
っ
て
複
式
学

級
が
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
希
望
す
る
部
活

動
が
自
分
の
中
学
校
に
な
い
た
め
、
学
区
を

越
え
た
入
学
を
希
望
す
る
例
が
あ
り
ま
す
。

市
内
の
公
立
中
学
校
の
生
徒
数
は
、
平
成

２１
年
の
7
3
0
人
が
平
成
２７
年
に
は
6
0
1

人
へ
、
同
じ
く
公
立
小
学
校
の
児
童
数
は
、

1
2
7
0
人
が
1
1
0
3
人
へ
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
人
間
教

育
、
勉
強
、
部
活
動
な
ど
に
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
小
中
学
校
の
再
編

は
必
ず
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
施

策
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
長
と
な
ん
で
も

語
ろ
う
会
や
そ
の
他
の
座
談
会
な
ど
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

そ
の
中
で
多
く
寄
せ
ら
れ
た
「
市
と
し
て

の
方
向
性
を
示
す
べ
き
だ
」
と
の
要
請
に
お

答
え
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
再
編
、
新
体

育
館
の
建
設
、
長
尾
山
総
合
公
園
の
新
た
な

展
開
と
を
一
体
的
に
と
ら
え
て
、
未
来
を
見

据
え
た
勝
山
市
と
し
て
の
素
案
を
提
示
し
ま

す
。小

中
学
校
の
再
編

中
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
北
部
、
中
部
、

南
部
の
3
中
学
校
を
１
つ
の
中
学
校
に
再
編

し
ま
す
。
再
編
後
の
中
学
校
の
位
置
は
、
か

つ
て
の
勝
山
中
学
校
の
跡
地
で
あ
る
、
現
在

の
成
器
西
小
学
校
の
活
用
を
軸
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

次
に
、
小
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
9
校

あ
る
公
立
小
学
校
を
、
現
在
の
中
学
校
区
に

合
わ
せ
て
3
つ
の
小
学
校
に
再
編
し
ま
す
。

北
部
エ
リ
ア
は
、
北
郷
、
荒
土
、
鹿
谷
の

3
小
学
校
を
再
編
し
て
、（
仮
称
）
北
部
小

学
校
を
置
き
ま
す
。
再
編
後
の
学
校
の
位
置

は
、
現
在
の
勝
山
北
部
中
学
校
の
活
用
を
軸

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
部
エ
リ
ア
は
、
成
器
西
、
野
向
、
村
岡

の
3
小
学
校
を
再
編
し
て
、（
仮
称
）
中
部

小
学
校
を
置
き
ま
す
。
再
編
後
の
学
校
の
位

置
は
、
現
在
の
勝
山
中
部
中
学
校
の
活
用
を

軸
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

南
部
エ
リ
ア
は
、
成
器
南
、
三
室
、
平
泉

寺
の
3
小
学
校
を
再
編
し
、（
仮
称
）
南
部

小
学
校
を
置
き
ま
す
。
再
編
後
の
学
校
の
位

置
は
、
新
体
育
館
の
建
設
予
定
地
と
併
せ
て

検
討
す
る
も
の
と
し
、
現
段
階
で
は
Ａ
案
、

Ｂ
案
の
2
案
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
体
育
館
の
建
設

Ａ
案
は
、
現
在
の
成
器
南
小
学
校
を
、

（
仮
称
）
南
部
小
学
校
と
し
、
現
在
の
勝
山

南
部
中
学
校
に
新
体
育
館
の
建
設
を
検
討
す

る
も
の
で
す
。

Ｂ
案
は
、
Ａ
案
と
は
逆
に
、
現
在
の
勝
山

南
部
中
学
校
を
（
仮
称
）
南
部
小
学
校
と
し
、

現
在
の
成
器
南
小
学
校
に
新
体
育
館
の
建
設

を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
成
３０
年
開
催
の
国

民
体
育
大
会
に
向
け
て
、
既
存
の
体
育
館
の

利
用
活
用
と
と
も
に
、
全
国
ク
ラ
ス
の
大
会

開
催
が
可
能
な
新
体
育
館
を
建
設
し
ま
す
。

長
尾
山
総
合
公
園
第
2
期
事
業

最
後
に
、
長
尾
山
総
合
公
園
第
2
期
事
業

の
見
直
し
は
、
地
元
地
権
者
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
現
在
休
止
と
な
っ
て
い
る
「
健
康

の
森
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
総
合
運
動
公
園
」
整

備
を
廃
止
し
、
新
た
な
展
開
に
着
手
し
ま
す
。

再
編
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

小
中
学
校
再
編
後
は
、
通
学
に
支
障
を
き

た
す
児
童
生
徒
に
対
し
、
通
学
バ
ス
の
整
備

を
し
て
対
応
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
小
学

校
に
お
け
る
放
課
後
児
童
対
策
の
充
実
と
あ

わ
せ
て
、
各
地
区
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育

成
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
再
編
後

に
遊
休
施
設
化
す
る
各
地
区
小
学
校
の
、
地

域
に
お
け
る
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

平
成
３２
年
度
末
ま
で
に
実
現

こ
の
素
案
を
も
と
に
留
意
事
項
を
整
理

し
、
「
市
長
と
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」
や

「
地
区
別
座
談
会
」「
中
学
校
区
別
の
座
談
会
」

な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様
と
議
論
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
２２
年
度
中

に
策
定
す
る
「
第
5
次
勝
山
市
総
合
計
画
」

に
位
置
づ
け
、
そ
の
計
画
期
間
で
あ
る
平
成

３２
年
度
末
ま
で
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。



3月定例 
市 議 会 

平
成
２２
年
度
 

　
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
を
可
決
 

下水道および農集排の使用料改定 
4月使用分から12.5%の値上げ 

上下水道課（188‐8109） 問 

新しい技術・商品開発に意欲的な企業を支援 
ものづくり技術・研究開発支援事業 

・ものづくりが新規性に富み、新技術を駆使した研究開
発や新製品開発の試作に対して、補助をします。 

・県内外で開催される展示会などに出展し、自社の技術
や製品の販路開拓の研究に対して、補助をします。 

対象者s市内に住所を有する中小企業等の事業者、団体 
事前説明会 
と　きs4月20日（火）午後7時～ 
ところs教育会館3階　第1研修室 

まちなかの空地・空家を使った新規出店者を支援 
勝山市商業地域等出店促進事業 

　商業地域等の空地や空き家を活用して、新規に出店し
営業しようとする事業主に対し、補助をします。 
対象者s補助対象区域内の空地または空家を活用して新

規に出店する小売業、一般飲食店などを新たに
営もうとする者 

補助率s 
（1）店舗改修等工事費の1／2（限度額100万円） 
（2）土地、建物の賃借料の1／2（限度額月額5万円） 
対象期間s店舗開設の日が属する月の翌月から36か月 
その他s申請にあたっては、勝山商工会議所の推薦を得

ることが必要 

勝山市行財政改革実施計画 
進行管理状況の結果（平成２０年度実績） 

商工振興課（188‐8105） 問 

勝山市介護保険 
運営協議会委員 

内　容s・市の介護保険施策に関する審議（年2回程度） 

　・勝山市地域包括支援センター運営協議会委員と勝山市

地域密着型サービス運営委員会を兼務します（それぞ

れ年2回程度の会議開催） 

募集人員s4人（平成22年4月1日現在で40歳以上65歳

未満のかた2人、65歳以上のかた2人。性別不問） 

任　期s6月1日（火）～平成23年5月31日（木） 

募集締切s4月30日（金） 

※申し込みの際は、住所、氏名、性別、生年月日を明記し

たものと、応募の動機を簡単に書いたもの（400字詰

め原稿用紙１枚まで）をご持参ください 

内　　容s福井県や勝山市にゆかりや関わりのある企業へ

誘致活動を展開して、勝山へ企業進出を果たしま

す 

募集人員s１人（上場企業や県外企業を熟知している概ね

65歳までのかた） 

雇用期間s採用日から１年ごとに雇用（委嘱）の更新 

所属場所s勝山市役所 商工観光部商工振興課 

賃　　金s時給1,800円（１週あたり16時間勤務） 

募集締切s4月23日（金） 

提出書類s履歴書、企業誘致プロジェクトマネージャーと

して提言すること（400字詰め原稿用紙１枚まで） 

健康長寿課（187‐0888） 問 商工振興課（188‐8105） 問 

募集 
企業誘致 
プロジェクトマネージャー 

募集 

　管理項目である「Ⅰ.年次目標または数値目標を設定し
て管理する項目（17項目）」について、平成20年度実
績を次のとおり公表します。 

1．事務事業の見直し 

2．行政と市民との協働システムの構築 

実施項目【目標数値項目】 

（　）内は平成18年度末現在の値 

　勝山市上下水道料金制度協議会の答申を受け、下水道
および農集排使用料を平成22年4月使用分から平均
12.5％値上げします。料金は下記のとおりです。 
　なお、水道料金は平成23年4月使用分から値上げ
になります。 

目標年次および数値目標 

下水道事業での水洗化率の向上（82.9％） 

農集排事業での水洗化率の向上（50.0％） 

東山いこいの森指定管理者導入 

（　）内は平成18年度末現在の値 

校長会、教頭会補助金削減（18万5千円） 

3．組織・機構の見直しおよび給与と定員管理の適正化 

（　）内は平成15年度当初の値 

※数値目標は平成18年度比の削減率 

※数値目標は、平成15年度当初比の削減数 

職員の削減　（356人） 

人件費の削減（2,713百万円） 

4．公正の確保と透明性の向上 

（　）内は平成18年度末現在の値 

実　績 

83.1％ 

62.9％ 

H21年度 
導入済 

－8.6％ 

－35人 

－404

97.0％ 

14.5％ 

99.28％ 

278万円 

99.1％ 

431万円 

99.1％  

850万円 

320万円 

廃止 

実施 

H20年度 

83.5％ 

60.0％ 

　 

－29人 

－305

96.9％ 

14.9％ 

99.20％ 

303万円 

99.1％ 

379万円 

99.1％ 

926万円 

473万円 

 

導入 

H21年度 

84.0％ 

65.0％ 

○ 

－30.0％ 

－31人 

－321

97.0％ 

15.0％ 

99.25％ 

284万円 

99.2％ 

360万円 

99.2％ 

898万円 

403万円 

　 

H22年度 

84.3％ 

70.0％ 

－37人 

－356

97.1％ 

15.1％ 

99.30％ 

265万円 

99.3％ 

342万円 

99.3％ 

871万円 

333万円 

廃止 

　 

H23年度 

84.7％ 

75.0％ 

－42人 

－386

97.2％ 

15.2％ 

99.35％ 

246万円 

99.4％ 

330万円 

99.4％ 

845万円 

263万円 

　 

H24年度 

83.5％ 

80.0％ 

－45人 

－407

97.3％ 

15.3％ 

99.40％ 

227万円 

99.5％ 

308万円 

99.5％ 

820万円 

193万円 

市税の徴収率向上　　　　　　（96.8％） 

市税（過年度分）の収納率向上（14.7％） 

介護保険料の徴収率向上　　　（99.13％） 

介護保険料の滞納額削減　　　（330万円） 

水道料金の徴収率向上　　　　（99.0％） 

水道料金の滞納額削減　　　　（399万円） 

下水道使用料の徴収率向上　　（98.9％） 

下水道使用料の滞納額削減　　（954万円） 

育英資金貸付金滞納額回収　　（543万円） 

前納報奨金の廃止 

入札時の総合評価落札方式の導入 下水道等使用料表（1か月につき）　　　　　　　（税込） 

主な使用量に対する使用料一覧表　　　 　　　　（税込） 

排水量 
１０k以下 
11～３０k 
３１～５０k 
５１～１００k 
１０１k～ 
１０k以下 
１１k～ 

改定後の使用料 
1,291.50円 
136.50円 
157.50円 
178.50円 
204.75円 

1,291.50円 
66.15円 

現行の使用料 
1,165.50円 
116.55円 
139.65円 
151.20円 
186.90円 

1,165.50円 
58.80円 

区　　分 
基本料金 

一
般
排
水 

公
衆
浴
場
汚
水 

基本料金 

従量料金 
（1kにつき） 

従量料金（１kにつき） 

増  加  額 
126円 
325円 
426円 
615円 
882円 

1,565円 
2,247円 

改定後の使用料 
1,291円 
2,656円 
3,339円 
4,809円 
7,171円 
11,634円 
16,096円 

現行の使用料 
1,165円 
2,331円 
2,913円 
4,194円 
6,289円 
10,069円 
13,849円 

使 用 量 
～10k 
20k 
25k 
35k 
50k 
75k 
100k

広報かつやま4月号 No.665 8 広報かつやま4月号 No.6659

3
月
定
例
市
議
会
が
3
月
2
日
か
ら
２４
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

山
岸
市
長
は
、
招
集
あ
い
さ
つ
で
「
小
中

学
校
再
編
、
体
育
館
整
備
、
長
尾
山
総
合
公

園
第
2
期
事
業
に
つ
い
て
の
3
点
の
課
題
は
、

一
体
的
か
つ
同
時
期
に
整
備
の
方
針
を
決
定

し
た
い
。」
と
、
勝
山
市
の
最
重
要
課
題
に

つ
い
て
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

○
予
　
算

・
平
成
２２
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
お
よ
び

１０
件
の
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
（
2
〜
5
ペ
ー
ジ
の
予
算
概
要
参
照
）

○
条
　
例

・
市
税
条
例
の
一
部
改
正
（
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
を
改
定
す
る
と
と
も
に
軽
減
措

置
を
継
続
し
ま
す
）

・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
成
器
西
、
村
岡
小

学
校
内
に
児
童
教
室
を
開
設
し
ま
す
）

・
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
（
個
室
店
舗

な
ど
の
防
火
安
全
対
策
の
強
化
を
図
り
ま

す
）

・
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
（
公
共
下
水
道

使
用
料
を
変
更
し
ま
す
）

・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
の
使
用
料
を
変
更
し
ま

す
）

・
簡
易
水
道
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
（
木
根
橋
地
区
の
簡
易
水

道
を
飲
料
水
供
給
施
設
に
変
更
し
ま
す
）

・
簡
易
水
道
基
金
条
例
の
一
部
改
正
（
簡
易

水
道
統
合
等
基
金
を
創
設
し
ま
す
）

・
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
（
水
道

料
金
を
変
更
し
、
減
免
規
定
を
追
加
し
ま

す
）

・
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
市
内
観
光
施
設

の
共
通
観
覧
券
を
発
行
し
ま
す
）

○
そ
の
他

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
3
陳
情
が
採
択
、
2
陳
情
が
趣
旨
採
択
、

2
陳
情
が
継
続
審
査
、
2
意
見
書
が
可
決

と
な
り
ま
し
た

○
委
員
の
選
任

・
勝
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た

梅田　幸重 氏
（福井市文京6）



高 校生がホームページを競う 
ＩＴ文化フェスティバル 

　ふくい県民総合文化祭「ＩＴ文化フェスティバル」が

勝山ＩＴ研究会の主催で、3月13日に奥越地域地場産

業振興センターで開催されました。高校生によるホーム

ページコンテストでは、福井県知事賞に勝山高校の長谷

川まいさん（1年）、市川千咲葵さん（1年）の作品が

選ばれました。 

　また、記念講演では気象キャスターの小越久美さんが、

雲のできる仕組みの実験などを行いました。 

平 泉寺の坊院で数珠を製作 
水晶と砥石の破片が出土 

　平成21年度白山平泉寺旧境内発掘調査の成果として、数珠を製作して

いたことが伺える、砥石の一部と水晶片約50点が一緒に出土しました。

砥石と水晶が一緒に発見されるのは全国でも極めて珍しく、坊院（お坊さ

んの屋敷）で数珠が作られていたことを示す貴重な史料といえます。 

　出土した水晶片は、ほとんどが数珠に加工する際に出たくずや荒削りし

ただけのもので、砥石の表面には、水晶を磨いた際にできた溝が複数あり

ます。 

　これまでは、平泉寺境内の周辺には門前市がいくつかあり、そこで生活

用品などの必需品を購入し、坊院で消費していたと考えられていました。

しかし、坊院内で数珠を製作していたことが明らかになり、坊院内にも生

産の場があった可能性が高くなったのです。誰が何の目的で数珠を作って

いたのか。平泉寺の僧侶の暮らしの謎は、深まるばかりです。 

赤 尾大堤がため池百選に選定 
地域活性化の核として保存・活用を 

　農林水産省は、農業の礎として歴史や伝統があり、地域で親

しまれている農業用ため池の「百選」に、平泉寺町赤尾にある

「赤尾大堤」を選定しました。 

　赤尾大堤は、貯水量 2.8 万 m3のため池で、区誌には

1800年頃に築造を行ったと記されています。里山に囲まれ

た水田とともに、生物にとって良好な水辺環境を形成しており、

水生昆虫も多く生息しています。 

卓 越した技術を後輩に 
福井県青年技能者が市長を訪問 

総 合行政審議会答申 
市の政策の成果を評価 

勝 山市内観光施設共通観覧券発売 
ゆめおーれ、勝山城博物館、越前大仏 

　平成20年度に勝山市が取り組んだ政策の成果を評価する

「平成20年度政策基本目標管理外部評価」について、3月

15日、勝山市総合行政審議会（羽生英昭会長）から山岸市

長に答申がありました。評価内容については、「全体として

厳しい評価とした。」と、各事業の評価内容について説明が

ありました。 

　答申に対して山岸市長は、「これら評価内容をしっかりと

踏まえ、今後の政策推進に努めたい。」と答えました。 

出土した水晶と砥石の破片 

ため池百選に選ばれた赤尾大堤 

市長に受賞の報告をした石原さん 

知事賞を受賞した市川さん（左）と長谷川さん（右） 

　4月1日から、市内の観光施設3館に割安の料金で入

館できる「勝山市内観光施設共通観覧券」を販売していま

す。対象施設および観覧券販売所は、はたや記念館ゆめお

ーれ勝山、勝山城博物館、越前大仏です。 

　勝山市内の観光地を周遊されるかたには、大変お得な観

覧券です。 

　有効期間は、発券日から30

日間でこの間に 3館をご覧い

ただけます。 

料金は、 

一　般  　1,200円 → 900円 

大学生  　1,150円 → 850円 

高校生  　 650円 → 450円 

小中学生  600円 → 400円 

 

　問い合わせは、はたや記念館

ゆめおーれ勝山（187-1200）

まで。 

羽生会長（右）から説明を受ける山岸市長 

迫 迫真の演技で観客を魅了 
劇団ドラゴン・ファミリー公演 

　ミュージカル劇団ドラゴン・ファミリーの講演「この川のほ

とりで」が、3月26日に市民会館ホールで行われました。ス

トーリーは、九頭竜川を舞台に、進路に悩む女子学生が人のつ

ながりや、故郷の自然の素晴らしさに気付いていくというもの。 

　団員たちは13曲の歌とダンスで、迫真の演技を繰り広げま

した。 

　福井県青年技能者として勝山市が推薦し、表彰された

石原光宏さん（22＝鹿谷町志田＝）が、3月17日に

山岸市長へ受賞の報告に来庁しました。 

　石原さんは、

100分の 2ミリ

の精度が求められ

る高度な旋盤技術

が認められ、平成

20年技能五輪全

国大会にも福井県

代表として出場し

ました。 

　「今後は指導員

として、技能五輪

でメダルを取れる

ような後輩を育成

したい。」と、抱

負を述べました。 

息の合ったダンスと歌を披露する団員の皆さん 
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　チャレンジなわとび大会に保育園児から一般まで

85人が参加し、6種目に挑戦。さわやかな汗をか

きました。 

児 童教室が2か所オープン 
安全で安心して子どもが遊べる場を 

　3月25日、放課後児童の居場所づくりのため、村岡小学校と成器

西小学校内に、小学校の余裕教室を活用した児童教室がオープンしま

した。 

　市内で2番目となった、村岡児童教室（むろこザウルス）では、

児童を代表して石井美菜子（4年）さんが「児童センターが小学校の

中にできたことで、一層身近なものになりました。たくさんの思い出

を作りたいと思います。」と感謝の言葉を述べました。 

　また、成器西児童教室「にしザウルス」では、立壁けいとさん（5

年）が、「とても広くてきれいなので、この場所で過ごすことがとて

も楽しみです。」とお礼を述べました。 

　勝山市では、放課後児童教室の利用料を無料としており、市内の小

学生であれば、申請のうえ誰でも利用することができます。 

勝 山の魅力をPRします 
産業観光キャンペーンスタッフ 

　勝山市の魅力を県内外に広くPRする「勝山市産業観光キ

ャンペーンスタッフ」に、新しく黒田来未子さん、松山美希

さん、保月由美さんの3人が選ばれ、（社）勝山観光協会の

松井拓夫会長から委嘱状が手渡されました。 

　3人は「左義長まつりや恐竜をはじめ、新しくできたゆめ

おーれ勝山や今年10周年を迎える恐竜博物館をPRしてい

きたい。」と抱負を語りました。 

　これから2年間にわたり、各種イベントに出かけ、勝山

の魅力を広く伝えていきます。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
な
わ
と
び
大
会 

■
3
月
２１
日
　
成
器
西
小
学
校
 

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
！ 

ま ちづくり活動の成果を発表 
わがまちげんき発展事業 

　3月28日、福祉健康センター「すこやか」で、わがまち

げんき発展事業の報告会が行われました。 

　平成21年度に公開審査を経て活動助成を行ったのは、協

働提案の部１件、一般の部17件。各団体による活動の成果

と課題が発表されると、参加者から質問が出るなど、活発に

情報交換をして連携を深めていました。 

ノ ルディックで健康づくり 
元五輪金メダリスト荻原兄弟来勝 

　3月27日、元五輪金メダリストで国会議員の荻原健治さ

んと、同じく元五輪選手でスポーツキャスターの荻原次晴さ

ん兄弟が、せいきコミュニティスポーツクラブ設立1周年

記念事業で来勝し、ノルディックウォーキングの指導や、ト

ークショーで市民とふれあいました。 

▲村岡児童教室（むろこザウルス）開所式の様子 

▲余裕教室を改装して遊び場に（にしザウルス） 
 

新規スタッフの皆さん（左から黒田さん、松山さん、保月さん） 

奥 越の地域医療のあり方を報告 
奥越地域総合機能研究会 

　奥越の地域医療のあり方について研究を行ってきた奥越地

域総合医療機能研究会が、半年間の議論や研究をまとめ、山

岸市長に報告書を手渡しました。 

　報告書では、福井社会保険病院の診療体制の充実や在宅医

療体制の推進など5項目について要望しています。山岸市

長はこれらの要望に対し「行政、市民と一体になって実践し

ていきたい。」と応えました。 

養老副会長（右）から説明を受ける山岸市長 

各団体からまちづくりの成果が報告されました 

ノルディックウォーキングの指導をする荻原健治さん（手 
前右）と次晴さん（手前左） 

　今回の検定初級編には市内外から約250人が受

験し、1時間半で4択方式100問に挑戦。合格者

は237人でした。 

か
つ
や
ま
ふ
る
さ
と
検
定 

■
3
月
１４
日
　
教
育
会
館
 

第
１
回
が
開
催
さ
れ
る 

　勝山市世界遺産講演会2010で、石川県立歴史

博物館の脇田晴子館長が講師として招かれ、白山平

泉寺の研究に期待感を表しました。 

世
界
遺
産
講
演
会 

■
3
月
２０
日
　
教
育
会
館
 

白
山
周
辺
の
文
化
を
学
ぶ 

　福井エフエム放送株式会社の船木社長（左）が教

育委員会を訪れ、平成22年度小学校の新１年生

206人分の防犯ブザーを寄贈していただきました。 

防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈 

■
3
月
２５
日
　
教
育
会
館
 

新
１
年
生
に 
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4月17日（土） 
4月24日（土） 
5月 1日（土） 

絵本の森－よみきかせ会－ 
PM2:00～ 

5月8日（土） 
おはなしでてこい　 PM2:00～ 

5月9日（日） 
アニメ上映会 PM2:00～ 

4月23日（金） 

赤ちゃんとえほんの日 
－赤ちゃん絵本の紹介とよみきかせ－ 

AM10:30～ 

一
般
図
書 

こ
ど
も
図
書 

集
め
て
調
べ
る 

　
　
川
原
の
石
こ
ろ 

渡
辺
　
一
夫
　
著 

誠
文
堂
新
光
社 

花
粉
症
の 

　
ワ
ク
チ
ン
を
つ
く
る
！ 

石
井
　
保
之
　
著 

岩
波
書
店 

虫
の
目
で
狙
う 

　
　
　
奇
跡
の
一
枚 

栗
林
　
慧
　
著
 

金
の
星
社
 

エ
コ
カ
ー
の
技
術
と
未
来 

石
川
　
憲
二
　
著 

オ
ー
ム
社 

さ
く
ら
の
下
の 

　
　
　
さ
く
ら
の
ク
ラ
ス 

宮
川
　
ひ
ろ
　
作 

岩
崎
書
店 

パ
タ
ー
ン
か
ら
裁
断
ま
で
の 

　
　
　
　
　
　
基
礎
の
基
礎 

水
野
　
佳
子
　
著 

文
化
学
園
文
化
出
版
局 

四
角
い
ク
ラ
ゲ
の
子 

今
江
　
祥
智
　
文 

文
研
出
版 

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン 

小
路
　
幸
也
　
著 

河
出
書
房
新
社 

か
え
ん
だ
い
こ 

 

川
端
　
誠
　
作 

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス 

南
の
子
供
が 

　
　
　
夜
い
く
と
こ
ろ 

恒
川
　
光
太
郎
　
著 

角
川
書
店 

勝山市立図書館　188－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

4月25日（日） 

絵本と手品のつどい 
－K&ピエロ－ PM2:00～ 

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
 

　
　
「
エ
コ
協
」っ
て
何
？
 

未
来
創
造
課（
1

８８
‐
1
1
1
5
） 

問 

国保 
年金 
国保 
年金 
就
職
・
退
職
・
進
学
し
た
ら 

 

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
手
続
き
を 

国民年金保険料額を改定 
月額1万5,100円（定額） 

忘れずに納めよう 
国民健康保険税 

　平成23年3月までの国民年金保険料は、 月440 
円引き上げられ、年額18万1,200円となります。 

国民年金保険料の納付は 
前納がお得 
　保険料を一定期間まとめて前払いすると、保険 
料が割引されます。 

保 険 料 

割 引 額 

半年分前納 

89,860円 

740円 

1年分前納 

177,980円 

3,220円 

　平成22年4月から国民健康保険税の税率を改定しました。 
　世帯の所得が少ない場合には、7割、5割、2割の軽減
措置が適用されます。 
7割軽減s世帯主とその世帯の被保険者の所得が33万円以
下の世帯 

5割軽減s世帯主とその世帯の被保険者の所得が（33万円
＋24万5,000円×世帯主を除く被保険者数）以下の世
帯 

2割軽減s世帯主とその世帯の被保険者の所得が（33万円
＋33万円×被保険者数）以下の世帯 

 
　平成22年4月から、非自発的失業者に対する保険税の
軽減措置が設けられました。 
対象者s雇用保険の特定受給資格者（例　倒産・解雇など
による離職）、雇用保険の特定理由離職者（例　雇い止め
などによる離職） 

軽減額s保険税は下表のように前年度の所得をもとに算定
されますが、その所得額を100分の30とみなして算定
します。 

軽減期間s離職の翌日から翌年度末までの期間 

所得割額 

資産割額 

均等割額 

平等割額 

限 度 額 

医療介護分 

課税標準額※1 
×4.6％ 

課税標準額※2 
×23.0％ 

被保険者１人あたり 
20,000円 

１世帯あたり 
19,000円 

50万円 

介護保険分 
（40～60歳） 

課税標準額※1 
×1.3％ 

課税標準額※2 
×5.0％ 

被保険者１人あたり 
6,500円 

１世帯あたり 
5,000円 

10万円 

後期高齢者 
支援金分 

課税標準額※1 
×1.4％ 

課税標準額※2 
×5.8％ 

被保険者１人あたり 
7,000円 

１世帯あたり 
6,000円 

13万円 

勝
山
市
の
平
成
２２
年
度
国
民
健
康
保
険
税
額 

※1　平成21年中の総所得など－33万円 
※2　平成22年度固定資産税額（都市計画税を除く） 

市
民
課（
1

８８
‐
8
1
0
2
） 

税
務
課（
1

８８
‐
8
1
0
１
） 

問 
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就
職
や
、
退
職
、
進
学
な
ど
を
し
た
か
た

は
、
健
康
保
険
と
年
金
の
資
格
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、

市
民
課
で
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
就
職
し
た
場
合

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ら
、
国
民

健
康
保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
新
し
い
職
場
の
被

保
険
者
証
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

印
鑑

○
退
職
し
た
場
合

職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く
な
る
の

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
加
入
と
な
り
ま
す
。

①
職
場
の
健
康
保
険
の
「
任
意
継
続
」

②
配
偶
者
な
ど
の
健
康
保
険

③
国
民
健
康
保
険

（
保
険
料
は
、
③
よ
り
①
に
加
入
し
た
ほ

う
が
安
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

手
続
き
場
所
▼

①
職
場
の
健
康
保
険
の
「
任
意
継
続
」

→

加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
の
事
務
局

②
配
偶
者
な
ど
の
職
場
の
健
康
保
険

→

配
偶
者
な
ど
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険

→

市
役
所
市
民
課

国
保
加
入
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
退
職

し
た
（
健
康
保
険
資
格
を
喪
失
し
た
）
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
、
印
鑑
、
年
金
証
書

（
６０
歳
か
ら
６４
歳
の
年
金
受
給
者
で
、
そ

の
加
入
期
間
が
２０
年
以
上
も
し
く
は
４０
歳

以
降
１０
年
以
上
あ
る
か
た
）

○
進
学
し
た
か
た

就
学
す
る
た
め
他
市
町
村
へ
住
民
票
を
移

し
た
か
た
は
、
遠
隔
地
被
保
険
者
証
を
交
付

し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
平
成
２２
年
4
月
以

降
の
在
学
証
明
書
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
就
学
を
終
え
た
か
た
は
、
遠
隔
地
被
保
険

者
証
を
返
却
し
、
住
民
登
録
し
て
あ
る
市

町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
く
だ

さ
い

職
場
の
厚
生
年
金
（
共
済
年
金
）
の
資
格

を
喪
失
し
た
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
か
た

は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
退
職
し
た
（
健
康

保
険
を
喪
失
し
た
）
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
、
印
鑑

■

国
民
健
康
保
険

■

国
民
年
金

は
じ
め
ま
し
て
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
協
議
会
、
略
し
て
「
エ
コ
協
」
で
す
。

今
月
か
ら
、
市
民
の
皆
様
に
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
は
じ
ま
り

平
成
１２
年
に
開
催
さ
れ
た
恐
竜
エ
キ
ス
ポ

ふ
く
い
2
0
0
0
の
大
成
功
の
の
ち
、
エ
キ

ス
ポ
の
成
果
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
が
課
題
と
し
て
残

り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
史
跡
白
山
平
泉
寺
や
福
井
県
立

恐
竜
博
物
館
な
ど
、
集
客
力
の
あ
る
施
設
の

活
用
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
勝
山
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
伝
統
や

文
化
が
次
々
に
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
憂
う

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
市
の
復
興
と
未
来
へ
の

進
化
を
目
指
す
た
め
に
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ

く
り
の
手
法
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

勝
山
市
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

勝
山
市
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
よ
っ
て

目
指
す
の
が
、「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

で
す
。

勝
山
市
独
自
の
自
然
や
風
土
、
伝
統
や
歴

史
、
特
有
の
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
地
域
の
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勝
山
市
の
魅
力
あ
る
個

性
と
特
性
と
を
自
信
を
持
っ
て
表
現
す
る
こ

と
が
、
地
域
の
誇
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

私
た
ち
が
地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
継
承
・
保
存

や
地
域
環
境
の
保
全
、
さ
ら
に
は
地
域
住
民

の
自
主
性
が
喚
起
さ
れ
ま
す
。

勝
山
市
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
こ
う

し
た
市
民
の
自
主
的
な
活
動
へ
の
支
援
を
通

じ
、
こ
の
町
を
人
間
性
へ
の
回
帰
に
対
応
し

た
「
選
択
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
」
と
す
る
こ
と

で
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
生
ま
れ
た
も
の

地
域
の
特
産
品
を
商
品
化
に
成
功
し
た
例

と
し
て
、
野
向
町
の
え
ご
ま
、
北
谷
町
の
鯖

の
熟
れ
鮨
し
、
荒
土
町
の
炭
な
ど
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
各
地
域
で
は
歴
史
遺
産
の
整
備
や

保
存
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
左
義

長
ば
や
し
保
存
会
や
谷
は
や
し
込
み
保
存
会

な
ど
、
郷
土
芸
能
の
次
世
代
へ
の
継
承
や
保

存
に
取
り
組
む
活
動
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
活
動

「
エ
コ
協
」
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
団
体

や
市
民
団
体
の
皆
様
と
協
働
し
て
、
ま
ち
を

元
気
に
し
て
い
く
た
め
の
組
織
で
す
。

地
域
の
行
事
や
学
校
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
も
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
歩
に
つ
な
が

り
ま
す
。

次
号
で
は
、
エ
コ
協
各
団
体
が
行
っ
て
い

る
活
動
や
、
地
域
の
主
な
行
事
な
ど
を
紹
介

し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

133件 
17件 

1人 

－1 
±0

（10） （＋2） 

（1） （＋1） 
＋1

17人 
116件 

－2 
－1

件数内訳 平成２２年3月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

4月の納税 

固定資産税s1期 
納 期 限s4月30日（金） 
口座振替s4月26日（月） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

2月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

3月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,691 
13,847 
26,538 
8,282

8 
12 
20

12,668 
13,826 
26,494 
8,286

23 
21 
44 
4

16 
13 
29

46 
34 
80

61 
54 
115

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
4
月
に
な
っ
て
も
な

か
な
か
晴
れ
間
が
の
ぞ
か

ず
、
春
ら
し
く
な
い
天
候

が
続
い
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
春
休
み
の
貴
重

な
晴
れ
間
に
、
成
器
西
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
元

気
に
野
球
を
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
を
表
紙
に
し
て

み
ま
し
た
。
遠
く
の
残
雪

が
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。 

　
平
成
２２
年
度
は
、
小
中

学
校
再
編
や
第
5
次
総
合

計
画
策
定
な
ど
、
勝
山
市

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
が

あ
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

の
年
度
と
な
り
ま
す
。
市

民
の
み
な
さ
ん
と
協
議
し

な
が
ら
市
職
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

平成２２年度予算特集 
学校再編 

3月定例市議会 
HOT話題 

「待ってた春」 
　雨が多かった春休み。やっと晴れたある日に、
成器西小学校のグラウンドで元気に野球をする
子どもたち。遠くの山の残雪がきれいです。 

法栄寺 照源寺 

浄願寺 

明王院 




